
平成２６年度スーパーグローバルハイスクール構想の概要 

 

指定期間 ふりがな とやまけんりつたかおかこうとうがっこう 

②所在都道府県 富山県 
26～30 ① 校名 富山県立高岡高等学校 

② 対象学

科名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 学科名 １年 ２年 ３年 計 

普通科 ２０１ ２０２ ２００ ６０３ 

人文社会科学科 ２４ ２２ ２９ ７５ 

理数科学科 ５６ ５７ ５１ １６４ 

合計 ２８１ ２８１ ２８０ ８４２ 
 

人文社会科学科 

（1～3年） 

理数科学科 

普通科 

（１，２年） 

２８１ ２８１ ２９  ５９１ 

⑥研究開発

構想名 
ふるさとに誇りと愛着を持ったグローバル・リーダーの育成 

⑦研究開発

の概要 

「活き活きと世界に輝くふるさと富山の研究と世界への発信」をメインテーマとした課

題研究を中心に、「幅広い教養と課題解決力を備えるとともに、ふるさとに誇りと愛着

を持ったグローバル・リーダー」を育成する教育課程の研究・開発を行う。 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等 
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全

体 

(1) 目的・目標 

現在の課題研究と体験的・探究的な学習プログラムをベースに、さらに海外に視野を

広げた充実した探究的な学習活動を実施し、グローバルな社会・ビジネスの課題を発見

し、解決していく「探究力」や、ふるさとを世界に発信する「情報発信力」「実践的な

英語力」を育成する。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

① 現状の分析 

本校に探究科学科（理数科学科と人文社会科学科の総称）が設置され４年目となる。

１年次には、情報の収集、分析、発表を少人数のゼミ形式の学習で実施してプレゼンテ

ーションを能力の向上に努め、２年次には、課題研究のテーマ設定、研究、発表に至る

まで、大学教官の助言も受けながら、長期にわたって研究に取り組んでいる。また、フ

ィールドワーク等、様々な体験的・探究的な学習活動や、人文社会科学科の英語ゼミ、

理数科学科の数学ゼミの実施により、探究科学科の学習の充実に努めている。 

実践的な英語力については、平成 24 年度から「とやまの高校グローバル人材育成促進

事業」において４技能（読む、書く、聞く、話す）の向上を目指した研究に取り組んで

いる。富山県の英語ディベート大会で優勝、全国大会に出場するなど実績を上げている。 

昨今、社会経済が急激にグローバル化していることから、世界で活躍できるグローバ

ル人材の育成が求められている。そのため、本校の探究科学科や「とやまの高校グロー

バル人材育成促進事業」における取り組みをベースに、グローバルな社会・ビジネス課

題をテーマとした課題研究を企業や国際機関等と連携して実施することが課題である。 

② 研究の仮説 

＜仮説１＞ふるさと富山について様々な観点から研究を行い、それを世界に発信する課題

研究を実施することにより、ふるさとに誇りと愛着を持つ心が育成されるとと

もに、課題設定力、課題解決力、さらに、自己発信力が高まる。 

＜仮説２＞海外在住のグローバル人材とのインターネット交流体験でグローバルなビジネ

ス課題を知ることや、海外からの留学生によるワークショップなどで異文化理

解を深めることにより、将来、グローバルに活躍したいと思う生徒が増加する。 

＜仮説３＞海外研修を実施し、課題研究の成果等を英語で発表し、質疑応答をすること、

そして、現地のグローバル企業で活躍する人材と交流することにより、グロー

バルなビジネス課題に関する課題研究が深まるとともに情報発信力、実践的な

英語力が伸長する。 

(3) 成果の普及 

① 探究科学科３校合同課題研究発表会 



ポスターセッションによる公開合同発表会と研究集録の作成。 

② 探究科学科３校教育研究委員会 

課題研究及び探究的な学習のあり方、ルーブリックによる評価手法等の研究協議。 

③ 他県のＳＧＨ実施校との交流 

成果と課題、解決方法等に係る情報交換。 
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(1) 課題研究内容 

(a)環日本海の環境保全に向けた調査研究 

国連機関ＮＯＷＰＡＰ（Northwest Pacific Action Plan）と連携し、本県と密接に

関連した北東アジア地域の環境問題に取り組む。 

(b)ふるさと文学・伝統文化や新たな文化研究と海外への発信 

万葉集やふるさと文学への理解を深め、海外文学・伝統文化等との比較や、英語論

文等による海外への発信について研究する。また、アニメなど富山に関わりの深い新

しい文化の研究と海外への発信、観光誘致への活用等について研究する。 

(c)富山の地域資源を生かした国際ビジネスや国際観光戦略の研究 

地域産業の海外進出戦略や海外からの観光誘致戦略等の研究をグローバル企業や自

治体と連携して研究する。 

 具体例：「富山湾と蜃気楼」、「雪と暮らす富山の魅力」 

(2) 実施方法・検証評価 

① 実施方法 

(a) 外部専門機関等との連携 

大学、国連機関、万葉歴史館、国内外のグローバル人材等と連携し、課題設定、課題

研究、成果発表時に、指導助言を受ける 

(b) 生徒海外研修及びインターネット交流 

     課題研究のフィールドワーク・成果発表・協議の場として、海外在住グローバル人   

      材、専門家、学生との交流 

    ② 検証評価 

(a)ルーブリックによる探究科学教育研究会における評価 

(b)３校合同発表会での自己評価・相互評価及び指導する大学教官の評価 

(c)課題研究への取り組みに対する自己評価、指導教員・大学教官の評価 

(d)海外留学やグローバルな仕事、ふるさとへの意識変化に対する生徒アンケート 

(e)探究活動への満足度、理解度、生徒の変容に対する保護者アンケート 

(f)ＳＧＨ運営指導委員会の評価 等 

(3) 必要となる教育課程の特例等    なし 
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(1) 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価 

内容・実施方法 

(a)プレゼンテーション能力向上のための少人数ゼミ       

 (b)立山実習、探究科学探訪、富山大学出前講座 

 (c)各種コンテスト・資格試験へのチャレンジ     

検証評価 

学習活動に関わる発表に対する自己評価、相互評価、授業担当教諭の評価等 

(2) 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等   なし 

(3) グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法 

○「ＥＵがあなたの学校にやってくる」などの国際理解教育に関するワークショップを

必要に応じて実施 

⑨その他 

特記事項 
 

 



１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

ふりがな とやまけんりつたかおかこうとうがっこう
指定期間 26～30学校名 富山県立高岡高等学校

平成２６年度スーパーグローバルハイスクール　目標設定シート

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 目標値(28年度)

a

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

SGH対象生徒： 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　75人

SGH対象生徒以外： 　0人 10人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　20人

目標設定の考え方：SGH対象生徒すべてが取り組むことを目指す。

b

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

SGH対象生徒： 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　30人

SGH対象生徒以外： 1人 　　2人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　20人

目標設定の考え方：SGH対象生徒1/3が留学または海外研修に行くことを目指す。

c

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

SGH対象生徒： 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 100%

SGH対象生徒以外： - 36% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 60%

目標設定の考え方：SGH対象生徒すべてがグローバルに活躍したいと考えるようになることを目指す。

d

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞者
数

SGH対象生徒： 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 20人

SGH対象生徒以外： 　　　4人 　　10人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 10人

目標設定の考え方：各種大会への参加を促進し、SGH対象生徒については現在の実績の倍増を目指す。

e

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

SGH対象生徒： 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 50%

SGH対象生徒以外： 0% 9% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 20%

目標設定の考え方：実践的な英語力向上に重点を置き、SGH対象生徒の半数以上がB1レベルに達することを目指す。

f

（その他本構想における取組の達成目標）ふるさと富山の魅力を積極的に発信したいと考える生徒の割合

SGH対象生徒： 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 100%

SGH対象生徒以外： - 28% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 60%

目標設定の考え方：SGH対象生徒すべてがふるさとに誇りと愛着を持ち、その魅力を国内外へ発信することを目指す。



１’指定４年目以降に検証する成果目標

24年度 25年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 目標値(31年度)

a

国際化に重点を置く大学 へ進学する生徒の割合

SGH対象生徒： 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 80%

SGH対象生徒以外： 40% 41% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 50%

目標設定の考え方：SGH対象生徒については現在の実績の2倍を目指す。

b

海外大学へ進学する生徒の人数

SGH対象生徒： 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 5人

SGH対象生徒以外： 　　0人 1人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 3人

目標設定の考え方：海外大学進学について研究し、希望する生徒の支援体制の構築を目指す。

c

SGHでの課題研究が大学の専攻分野の選択に影響を与えた生徒の割合

SGH対象生徒： 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 80%

SGH対象生徒以外： - - 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ %

目標設定の考え方：大学における専攻・研究につながるよう課題研究の充実を図り、生徒の適切な進路選択を目指す。

d

大学在学中に留学又は海外研修に行く卒業生の数

SGH対象生徒： 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 25人

SGH対象生徒以外： - - 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 80人

目標設定の考え方：SGH対象生徒すべてが海外で学ぶ機会を持つようになることを目指す。



２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 目標値(28年度)

a

課題研究に関する国外の研修参加者数

0人 0人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 25人

目標設定の考え方：課題研究に取り組むSGH対象生徒すべての参加を目指す。

b

課題研究に関する国内の研修参加者数

29人 22人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 25人

目標設定の考え方：課題研究に取り組むSGH対象生徒すべての参加を目指す。

c

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

0校 0校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 3校

目標設定の考え方：海外の高校2校、大学1校との連携を目指す。

d

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

20人 19人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 25人

e

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

0人 0人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 20人

目標設定の考え方：グローバル人材育成のために新たに地域の企業、国際機関との連携を目指す。

f

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

16人 49人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 75人

目標設定の考え方：各種大会への参加を促進し、現状の5割増を目指す。

g

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

0人 0人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 2人

目標設定の考え方：留学生の受け入れによりグローバル人材の育成を促進する。

h

先進校としての研究発表回数

　　　　2回 　　　　　2回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 4回

目標設定の考え方：県内の発表に加え、北陸地区、全国の発表を目指す。

i

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

× × ○

目標設定の考え方：課題研をはじめとするSGHへの取り組みの英語による発信を目指す。

j

（その他本構想における取組の具体的指標）英語による課題研究の発表回数

0回 0回 5回

目標設定の考え方：校内、県内、北陸地区、全国、及び海外で1回以上の発表を目指す。

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

全校生徒数（人） 841 843 0 0 0 0 0

SGH対象生徒数

SGH対象外生徒数


